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●工事名

徳島県県土整備部営繕課 株式会社 あい設計 四国支社 一級建築士事務所

一級建築士　大臣登録　第218291号　津田　孝二

一級建築士事務所 愛媛県知事登録　第3099号
●図面名

●図面番号

●縮尺

Ｒ６営繕　国府支援学校　徳・国府　外構他工事

■ 凡例

Ｅ

Ｆ

正門

Ｏ

既存建物

校舎棟改築工事範囲

アスファルト舗装(車道１)

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

М

Ｎ

Ｑ

Ｒ

(***) ( )内数値は設計GLからの高さを示す

ウッドデッキ(束型)

タイル貼り

スロープ１

厨房用ＬＰＧボンベ庫

オイルタンク新設(躯体工事のみ)

浄化槽新設(躯体工事のみ)

Ｌ型擁壁１+メッシュフェンス（H=1500)

メッシュフェンス（H=1500)既存擁壁

メッシュフェンス両開き扉（W1800,H1500)
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Ｓ 設備トラフ

Ｎ

外構配置図  S=1/200

A1:1/200

解体建物（別途工事）

Ｌ型擁壁２+メッシュフェンス（H=1500)

アスファルト舗装(歩道) ウッドデッキ点検口

アスファルト舗装(車道２)

Ｔ メッシュフェンス（H=1800)

Ｕ メッシュフェンス（H=1500)

Ｖ
Ｌ型擁壁１+メッシュフェンス両開き扉

（W2000,H=1500)

ウッドデッキ(根太型)

Ｗ 給食車両駐車区画

Ｘ ごみ置場・設備基礎
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アスファルト舗装詳細図(歩道) 1/5
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表　層

アスファルト舗装詳細図(車道１) 1/5

誘導用ノンスリップ点字タイル詳細図 1/10 タイル貼り詳細図 1/5 土間コンクリート詳細図(ウッドデッキ下) 1/5

表　層

路　盤

(路　床)

基　層

塩ビ製小口径桝詳細図 1/10
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12
0

1
00

H

50

400

舗装面水勾配

(
雨
水

排
水
勾

配
図
に

よ
る

)

D10@300 ﾀﾃﾖｺ

再生クラッシャラン

200100

現場打U型側溝詳細図 1/5

アスファルト舗装詳細図(車道２) 1/5
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表　層
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メッシュフェンス詳細図(参考図) 1/20・30Ｕ Ｔ

1/10埋設配管(VP管)詳細図 埋設配管(重圧管)詳細図 1/10 メッシュフェンス両開き扉詳細図（参考図）Ｊ 1/30

ＡＡＡ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

ＡＡＢＢ ＡＡＡ

Ｔ字路 Ｌ字路 段差・注意

警告タイプ 誘導タイプ

Ａ Ｂ

砕石基礎ため桝底部

立上り部

台座

鋳鉄製防護ふた

硬質塩化ビニル製内ふた

20
0

砂基礎

砕石

50
15

0

フェンス断面図 Ｓ＝１：２０
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※風荷重設定は風速36m/Sとする。

名称 下地処理・塗装

主柱

パネル

ジョイント

押え金具

バンド

U型金具

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ

STK400(準拠) 亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線 SWMGH-3準拠

SGMH400

SGMHC

合金めっき鉄線 SWMGH準拠

SGMCC

ボルト4.8・ナット5

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

溶融亜鉛めっき+防錆着色処理

材質

H＝1,500Ｕ

Ｔ H＝1,800

※（　　）は　　の寸法とする。Ｕ

Ｗ

※

余幅

１
０

０
１

０
０

Ｄ

Ｄ

余幅 根切りの深さ

１ｍ未満：余幅２００

１ｍ以上：余幅４００

▽GL ▽GL

※風荷重設定は風速36m/Sとする。
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ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ
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ボルト4.8・ナット5

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ合金めっき
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表層：再生アスファルト混合物

プライムコートＰＫ－３

再生クラッシャラン

再生クラッシャラン

プライムコートPK-3

再生アスファルト混合物

タックコートPK-4

再生アスファルト混合物

磁器質ﾀｲﾙ貼り t=13

ﾓﾙﾀﾙ下地

C(D)-b

カッター目地

深さ25㎜ 幅2㎜

雨水排水図による

D10-200@

捨コンクリート

再生クラッシャラン

雨水排水図による

捨コンクリート
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再生砕石

表層：再生アスファルト混合物

プライムコートＰＫ－３
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※施工時に荒らした部分は転圧仕様又は、セメント系地盤改良80㎏/m3を行うこと
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LPGボンベ庫（参考図）

L型擁壁１+メッシュフェンス詳細図

1/20

1/20Ｆ 1/20メッシュフェンス両開き扉詳細図（参考図）Ｉ
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番 号 品 名 個 数 記 事
1

2

3

4

5

6

7

8
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11 高耐食めっき鋼板

めっき鋼板　t0.8

めっき鋼板

めっき鋼板

高耐食めっき鋼板

高耐食めっき鋼板

めっき鋼板

高耐食めっき鋼板

めっき鋼板

めっき鋼板

めっき鋼板

12 高耐食めっき鋼板

13 めっき鋼板

14 めっき鋼板
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前柱（外）

シャッター

側パネル

屋根

母屋

左右前土台
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8
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右1左1

防火設備（乙種防火シャッター仕様）

基礎平面図

基礎正面図

▽GL

基礎用アンカーボルト位置

アンカーボルト位置対角寸法
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地盤改良土80kg/ｍ3 H=1000

捨コンクリート

再生クラッシャラン

アンカーボルトφ16 先付け

アンカーボルトφ16 先付け

アンカーボルトφ16 先付け

アンカーボルトφ16 先付け

△
敷

地
境

界
線

▽GL-700

▽GL+450 ▽擁壁天端=GL+500

▽GL±0

▽GL-700

▽GL-1830(水路底)

水路

※風荷重設定は風速36m/Sとする。

名称 下地処理・塗装

主柱

パネル

ジョイント

押え金具

バンド

U型金具

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ

STK400(準拠) 亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線 SWMGH-3準拠

SGMH400

SGMHC

合金めっき鉄線 SWMGH準拠

SGMCC

ボルト4.8・ナット5

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

溶融亜鉛めっき+防錆着色処理

材質

メッシュフェンスH=1500

支柱@2000

C(B)

縦筋 D13@100ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13

捨コンクリート
再生クラッシャラン

横筋 D13@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

縦筋 D13@100ﾀﾞﾌﾞﾙ

横筋 D13@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

地盤改良土80kg/ｍ3 H=1000

水抜き穴 VP75@2500

フェンス基礎詳細図 Ｓ＝１：３０

フェンス断面図 Ｓ＝１：２０

※風荷重設定は風速36m/Sとする。

名称 下地処理・塗装

主柱

パネル

ジョイント

押え金具

バンド

U型金具

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ

STK400(準拠) 亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線 SWMGH-3準拠

SGMH400

SGMHC

合金めっき鉄線 SWMGH準拠

SGMCC

ボルト4.8・ナット5

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

溶融亜鉛めっき+防錆着色処理

材質

フェンス H1500

ワイヤメッシュ

両面スライド施錠 φ16

蝶番

φ50.8×1.6

落しφ16

舟形落し受付 φ50.8×2.3

(STK500)

再生砕石

D10@200ﾀﾃﾖｺ共

C(D)C(B)

●工事名

徳島県県土整備部営繕課 株式会社 あい設計 四国支社 一級建築士事務所

一級建築士　大臣登録　第218291号　津田　孝二

一級建築士事務所 愛媛県知事登録　第3099号
●図面名

●図面番号

●縮尺

Ｒ６営繕　国府支援学校　徳・国府　外構他工事
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外構詳細図(2)



図示
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メッシュフェンス詳細図(参考図） 1/20 メッシュフェンス片開き扉詳細図(参考図） 1/20 設備トラフ詳細図 1/10

1/20階段詳細図

Ｇ Ｈ Ｋ Ｓ

Ｒ

Ｇ H=1500

H=1800Ｈ

△
敷

地
境

界
線

▽GL±0

※風荷重設定は風速36m/Sとする。

名称 下地処理・塗装

主柱

パネル

ジョイント

押え金具

バンド

U型金具

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ

STK400(準拠) 亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線 SWMGH-3準拠

SGMH400

SGMHC

合金めっき鉄線 SWMGH準拠

SGMCC

ボルト4.8・ナット5

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

溶融亜鉛めっき+防錆着色処理

材質

メッシュフェンスH=1500(H=1800)

支柱@2000

支柱部：100φコア抜き

設置後 モルタル詰め

フェンス基礎詳細図 Ｓ＝１：３０

フェンス断面図 Ｓ＝１：２０

※風荷重設定は風速36m/Sとする。

名称 下地処理・塗装

主柱

パネル

ジョイント

押え金具

バンド

U型金具

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ

STK400(準拠) 亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線 SWMGH-3準拠

SGMH400

SGMHC

合金めっき鉄線 SWMGH準拠

SGMCC

ボルト4.8・ナット5

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

溶融亜鉛めっき+防錆着色処理

材質

C(D)
C(B)

D10@200ﾀﾃﾖｺ共

再生砕石

蝶番

ワイヤメッシュ

フェンス H=H1500

φ50.8×1.6

8

D

▽1FL

▽設計GL

△
敷

地
境

界
線

階段

水路

▽1FL

▽設計GL

小学部
普通教室(６)

※基礎工事で地山を荒した箇所は十分な締固め若しくは地盤改良を行うこと。

ステンレスHL 60×25×1.5

捨コンクリート
再生クラッシャラン

D13

捨コンクリート

再生クラッシャラン

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

外壁：コンクリート打放し補修の上

複層仕上げ塗材E

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

メッシュフェンスH=1500

支柱@2000

支柱部：100φコア抜き

設置後 モルタル詰め
モルタル塗りの上 磁器質タイル貼り

段鼻：ノンスリップタイル

D13

捨コンクリート

再生クラッシャラン

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

ステンレスHL FB-9×61

支柱：ステンレスHL 61×32×1.5@1000

手摺子：ステンレスHL 17.3φ @90内外

ステンレスHL FB-9×61

アルミ製木目調手摺

つなぎ筋　D10@200

モルタル塗りの上 磁器質タイル貼り

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

L-150×150×10

93
0

50 150 650 150 50

1,050

15
0

1
00

1
50

コンクリート蓋（PC製 T-20）

900×400×150

再生クラッシャラン

125 650 125 2525

D10-@300ﾀﾃﾖｺ

6
00

30

モルタルt=30

地盤改良土80kg/ｍ3 H=1000 

溶融亜鉛メッキ

●工事名

徳島県県土整備部営繕課 株式会社 あい設計 四国支社 一級建築士事務所

一級建築士　大臣登録　第218291号　津田　孝二

一級建築士事務所 愛媛県知事登録　第3099号
●図面名

●図面番号

●縮尺

Ｒ６営繕　国府支援学校　徳・国府　外構他工事
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外構詳細図(3)



図示
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ウッドデッキ(束型)詳細図(参考図） 1/5 ウッドデッキ点検口詳細図(参考図）

大引のはね出しは300㎜まで

断面図 (B矢視) S=1/5断面図 (A矢視) S=1/5

根太のはね出しは200㎜まで

断面図 (C矢視) S=1/5

断面図 (A矢視) S=1/5

根太のはね出しは200㎜まで

断面図 (B矢視) S=1/5 断面図 (C矢視) S=1/5

ウッドデッキ(根太型)詳細図(参考図） 1/5

1/10 ウッドデッキ階段部幕板詳細図１(参考図） 1/10

ウッドデッキ階段部幕板詳細図２(参考図） 1/10

ウッドデッキ詳細図(参考図）

支持台φ34x2.3P

@900x900 溶融亜鉛メッキ

根太パッキン

エポキシ系接着材固定

大引:□40x40x1.6@90

根太:   -30x45x75x1.2

レベル調整ボルト

12.7φ SUS

根太パッキン

根太:   -30x45x75x1.2

レベル調整ボルト

12.7φ SUS

エポキシ系接着剤使用

支持金具(パッキン無し)

根太受金具(パッキン付き)

▽GL

▽GL+500

▽GL

▽GL+500

▽GL

▽GL+500 ▽GL+500

▽GL

渡り廊下中学部階段 広場 広場

高等部犬走り中学部棟教室 広場広場

▽GL+500

▽GL

広場

▽GL+500

▽GL

広場

ウッドデッキ ウッドデッキ

ウッドデッキ

土間コンクリート

再生クラッシャラン

土間コンクリート

再生クラッシャラン

土間コンクリート

再生クラッシャラン 土間コンクリート

再生クラッシャラン

ウッドデッキ

土間コンクリート

再生クラッシャラン

ウッドデッキ

避難用すべり台

土間コンクリート

再生クラッシャラン

ウッドデッキ

ステンレス製手摺　H=1,200

捨コンクリート

再生クラッシャラン

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13

デッキ点検口 断面詳細図  S=1/10

根太:-30x45x75x1.2

固定ビス(4本)点検口ユニット用根太

ウッドデッキ

大引:□40x40x1.6@90

L－40×60

L－40×45

根太:   -30x45x75x1.2

支持台φ34x2.3P@900x900 溶融亜鉛メッキ

レベル調整ボルト12.7φ SUS

土間コンクリート
再生クラッシャラン

ウッドデッキ

L－40×60

L－40×45

根太:   -30x45x75x1.2

支持台φ34x2.3P@900x900 溶融亜鉛メッキ

レベル調整ボルト12.7φ SUS

土間コンクリート
再生クラッシャラン

●工事名

徳島県県土整備部営繕課 株式会社 あい設計 四国支社 一級建築士事務所

一級建築士　大臣登録　第218291号　津田　孝二

一級建築士事務所 愛媛県知事登録　第3099号
●図面名

●図面番号

●縮尺

Ｒ６営繕　国府支援学校　徳・国府　外構他工事
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外構詳細図(4)
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A-221

L型擁壁２+メッシュフェンス詳細図 1/20Ｌ 水路排水接続要領図 1/20

L型擁壁１+メッシュフェンス両開き扉詳細図Ｖ 1/20

両面スライド施錠φ16

フェンス断面図 Ｓ＝１：２０

※風荷重設定は風速36m/Sとする。

名称 下地処理・塗装

主柱

パネル

ジョイント

押え金具

バンド

U型金具

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ

STK400(準拠) 亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線 SWMGH-3準拠

SGMH400

SGMHC

合金めっき鉄線 SWMGH準拠

SGMCC

ボルト4.8・ナット5

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

溶融亜鉛めっき+防錆着色処理

材質

△
敷

地
境

界
線

▽GL-700

▽GL+450 ▽擁壁天端=GL+500

▽GL±0

▽GL-700

▽GL-1830(水路底)

水路

※風荷重設定は風速36m/Sとする。

名称 下地処理・塗装

主柱

パネル

ジョイント

押え金具

バンド

U型金具

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ

STK400(準拠) 亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線 SWMGH-3準拠

SGMH400

SGMHC

合金めっき鉄線 SWMGH準拠

SGMCC

ボルト4.8・ナット5

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ合金めっき

亜鉛・ｱﾙﾐ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金めっき

溶融亜鉛めっき+防錆着色処理

材質

フェンス H=H1500

ワイヤメッシュ

両面スライド施錠 φ16

φ50.8×1.6

落しφ16

舟形落し受付

φ60.53.2

(STK500)

蝶番

メッシュフェンス両開きW2600 H=1500

C(B)

縦筋 D13@100ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13

捨コンクリート
再生クラッシャラン

横筋 D13@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

縦筋 D13@100ﾀﾞﾌﾞﾙ

横筋 D13@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

地盤改良土80kg/ｍ3 H=1000

水抜き穴 VP75@2500

△
敷

地
境

界
線

▽擁壁天端▽GL±0

▽GL-700

▽GL-1830(水路底)

水路

メッシュフェンスH=1500
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※躯体は建築工事とする。
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●縮尺
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外構詳細図(6)(参考図)
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６００

φ３００

４－Ｄ１６

４－Ｄ１６

下端筋

上端筋

２
５

０
ＳＴＰ．　Ｄ１０－１５０＠

６００
（ＳＢ２）

（ＦＢ２）

５－Ｄ１６

５－Ｄ１６

梁　端部断面図

２
５

０

ＳＴＰ．　Ｄ１０－１５０＠

上端筋

下端筋

４－Ｄ１６下端筋

上端筋 ４－Ｄ１６

ＳＴＰ．　Ｄ１０－１５０＠

（ＳＢ１）

２
５

０

（ＦＢ１）
４－Ｄ１６

４－Ｄ１６

梁　端部断面図

２
５

０

ＳＴＰ．　Ｄ１０－１５０＠

上端筋

下端筋

５－Ｄ１６下端筋

上端筋 ５－Ｄ１６

ＳＴＰ．　Ｄ１０－１５０＠

（ＳＢ２）

２
５

０

（ＦＢ２）
５－Ｄ１６

５－Ｄ１６

Ｄ１０＠１００

Ｌ１ Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ１Ｌ１

Ｌ１＝４０ｄ

開口部補強筋

定着長さ

２－Ｄ１６

開口部補強筋

地盤改良土80kg/ｍ3 H=1000

●工事名

徳島県県土整備部営繕課 株式会社 あい設計 四国支社 一級建築士事務所

一級建築士　大臣登録　第218291号　津田　孝二

一級建築士事務所 愛媛県知事登録　第3099号
●図面名

●図面番号

●縮尺

Ｒ６営繕　国府支援学校　徳・国府　外構他工事

外構詳細図(7)(参考図)
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オイルタンク新設(躯体工事のみ) 1/30＊

地下燃料タンク

容　　量

板    厚

重　　量

防　　水

消防申請容量：6000L

外面FRP防水　2mm以上

SS400  胴板 6mm  鏡板 6mm

1500kg

水圧試験圧力 70kPa(保持時間10分間)

1基

油　　種 A重油

消 防 法 危険物地下タンク貯蔵所

寸　　法 φ1400×3790+272+272

1
27

φ
1
41

2
6
01

3
00

21
40

30
0

6
φ

14
00

6

300 300

300 5250 300
5850

r140

550 4750 550

5
50

1
55

0
55

0
2
65

0

φ800マンホール(設備工事) φ800マンホール(設備工事)

乾燥砂

1520

300 300
2650

319 φ1412 319

35
0

R140
0

2050

2
74
0

2500

15

1225 12252200

(粒径>0.6mm以上)

3
35

φ8203.2

35

R7
18

5850

6

1225 1300 1225

95°

砕石

均しコンクリート

鉄筋コンクリート
D13@200ダブル

防水モルタル15mm

防水モルタル15mm

φ500 6 φ5006

φ820 3.2

13751375

参考

6,050

2,850

開口部補強D13ダブル

D13@150ダブル D13@150ダブル

D13@150ダブル

地盤改良土80kg/ｍ3 H=1000 地盤改良土80kg/ｍ3 H=1000

●工事名

徳島県県土整備部営繕課 株式会社 あい設計 四国支社 一級建築士事務所

一級建築士　大臣登録　第218291号　津田　孝二

一級建築士事務所 愛媛県知事登録　第3099号
●図面名

●図面番号

●縮尺

Ｒ６営繕　国府支援学校　徳・国府　外構他工事

外構詳細図(8)(参考図)
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1/10・20調理室出入口・スロープ２詳細図Ｑ Ｎ

休憩室

▽設計GL

▽1FL

2

ピット

▽設計GL

▽1FL

2

スロープ勾配 1/15

3

I

△
敷

地
境

界
線

I

▽
敷

地
境

界
線

スロープ２ 荷受・検収室 スロープ２ 休憩室出入口前

休憩室出入口前

断面図　S=1/20

断面図　S=1/20 断面図　S=1/20 断面図　S=1/20

手摺詳細図　S=1/10

▽設計GL

▽1FL ▽1FL

▽スロープFL

△設計GL

※基礎工事で地山を荒した箇所は十分な締固め若しくは地盤改良を行うこと。

捨コンクリート

再生クラッシャラン

D13

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

C(D)の上 刷毛引き

段鼻：目地切

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ
D13

D10@200

捨コンクリート

再生クラッシャラン

D13

D13

捨コンクリート

再生クラッシャラン

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13

捨コンクリート

再生クラッシャラン

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

C(D)の上 刷毛引き

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

捨コンクリート

再生クラッシャラン

ステンレス製手摺　H=1,200

ステンレス製手摺　H=1,200

捨コンクリート

再生クラッシャラン

C(D)の上 刷毛引き

C(D)の上 刷毛引き

C(D)の上 刷毛引き

段鼻：目地切

捨コンクリート

再生クラッシャラン

D13

アルミ製木目調手摺アルミ製木目調手摺

C(B)の上 防水型複層仕上塗材CE

C(B)の上 防水型複層仕上塗材CE

ステンレスHL 60×25×1.5

ステンレスHL FB-9×61

支柱：ステンレスHL 61×32×1.5@1000

手摺子：ステンレスHL 17.3φ @90内外

ステンレスHL FB-9×61

●工事名

徳島県県土整備部営繕課 株式会社 あい設計 四国支社 一級建築士事務所

一級建築士　大臣登録　第218291号　津田　孝二

一級建築士事務所 愛媛県知事登録　第3099号
●図面名

●図面番号

●縮尺

Ｒ６営繕　国府支援学校　徳・国府　外構他工事
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外構詳細図(9)
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1/20スロープ３詳細図О

HG

スロープ勾配 1/15

広場 スロープ３

▽設計GL

▽1FL

X10 2

高等部棟教室 洗浄室スロープ３

※基礎工事で地山を荒した箇所は十分な締固め若しくは地盤改良を行うこと。

再生クラッシャラン

D13

ウッドデッキ

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

捨コンクリート

メッシュフェンス両開き扉 H=1,500

再生クラッシャラン

捨コンクリート
土間コンクリート

再生クラッシャラン

捨コンクリート

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

アルミ製木目調手摺

再生クラッシャラン

D13

捨コンクリート

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

C(D)の上 刷毛引き

コンクリート金コテ押えの上　刷毛引き

スタイロフォームt=25

●工事名

徳島県県土整備部営繕課 株式会社 あい設計 四国支社 一級建築士事務所

一級建築士　大臣登録　第218291号　津田　孝二

一級建築士事務所 愛媛県知事登録　第3099号
●図面名

●図面番号

●縮尺

Ｒ６営繕　国府支援学校　徳・国府　外構他工事
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外構詳細図(10)



図示

A-227

正門・スロープ１詳細図(参考図）Ａ 1/20・50・100Ｂ

▽設計GL

スロープ 車路

▽設計GL

スロープ 車路

▽擁壁天端 ▽擁壁天端

▽1FL ▽1FL

▽設計GL

C-C断面図　S=1/50

スロープ 車路

▽擁壁天端

▽1FL

▽設計GL

通路 車路

▽1FL

全閉時

設計GL+450

サイン詳細図　S=1/10

徳島県立国府支援学校

断面図　S=1/50

徳島県立国府支援学校

GL+450

▽設計GL

▽擁壁天端

▽1FL

通路 車路

D-D断面図　S=1/50

E-E断面図　S=1/50

A-A断面図　S=1/50 B-B断面図　S=1/50

▽設計GL

▽擁壁天端

▽1FL

▽設計GL-1830(水路底)

水路

F-F断面図　S=1/50

車路

水路 1282013 820 13

1722

100
100 100

▽設計GL-400

▽設計GL

手摺詳細図　S=1/20

平面図　S=1/50

立面図　S=1/50

立面図　S=1/50

平面図　S=1/50

門扉：大型片引き門扉　アルミ既製品H=1400

館名サイン
門塀：側面C(B)（天端C(D)）の上防水型複層仕上塗材CE

文字：SUSt=5.0切文字鏡面仕上げ
基盤：SUSt=5.0 梨地加工+焼付塗装

1－D13

SUSレール

D13-@200ダブル

館名サイン部

D13-@200

D10-@200

目地

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ
D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

ステンレス製手摺　H=1,200

ステンレス製手摺　H=1,200

ステンレス製手摺　H=1,200ステンレス製手摺　H=1,200

アルミ製木目調手摺

地盤改良土80kg/ｍ3 H=1000

地盤改良土80kg/ｍ3 H=1000

横筋 D13@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

縦筋 D13@100ﾀﾞﾌﾞﾙ

横筋 D13@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

縦筋 D13@100ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙD13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

アルミ製木目調手摺

側面C(B)（天端C(D)）の上防水型複層仕上塗材CE側面C(B)（天端C(D)）の上防水型複層仕上塗材CE

側面C(B)（天端C(D)）の上防水型複層仕上塗材CE

側面C(B)（天端C(D)）の上

防水型複層仕上塗材CE

側面C(B)（天端C(D)）の上防水型複層仕上塗材CE
側面C(B)（天端C(D)）の上防水型複層仕上塗材CE

コンクリート刷毛引き
コンクリート刷毛引き

コンクリート刷毛引き

コンクリート刷毛引き

コンクリート刷毛引き

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

捨コンクリート

再生クラッシャラン

捨コンクリート

再生クラッシャラン

捨コンクリート

再生クラッシャラン

捨コンクリート

再生クラッシャラン

捨コンクリート

再生クラッシャラン

捨コンクリート

再生クラッシャラン

横筋 D13@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

縦筋 D13@100ﾀﾞﾌﾞﾙ

横筋 D13@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

縦筋 D13@100ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@200ﾀﾃﾖｺ共

側面C(B)（天端C(D)）の上防水型複層仕上塗材CE

袖門扉：アルミ既製品H=1300

小学部

エントランス

TD

（±0）

【－50】

▲

UP

1

5

消火器

排水目皿

TD

RD

■凡例

記号 仕様

正門

(-1760)

(-1820)

(+450)

(-560)

(-1820)

(+500)

(+500)

(+500)

(+480)

(-330)

(+450)

(-350)

(-350)

(+450)

(+450)

(-300)

(-310)

(+60)

(-150)

(-245)

(-180)

(+100)

(+150)

(+50)

(-350)

(-430)

(-430)

(-430)

(-430)(-350)

B

B

A

A

C

C

D

D

車路

スロープ

(+500) (+450)

(+460)

(-560)

(-1760)

E E

F
F

1/15

踊り場

1/15

ステンレスHL

60×25×1.5

ステンレスHL

FB-9×61

支柱：ステンレスHL

61×32×1.5@1000

ステンレスHL

FB-9×61

アルミ製木目調

手摺

●工事名

徳島県県土整備部営繕課 株式会社 あい設計 四国支社 一級建築士事務所

一級建築士　大臣登録　第218291号　津田　孝二

一級建築士事務所 愛媛県知事登録　第3099号
●図面名

●図面番号

●縮尺

Ｒ６営繕　国府支援学校　徳・国府　外構他工事
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ゼブラマーク、文字（浄化槽)詳細図 1/100 給食車両区画詳細図М 1/10・50Ｗ

ごみ置場・設備基礎詳細図Ｘ 1/50歩車道境界ブロック詳細図Ｙ 1/20

オイルタンク給油口基礎ａ 1/20

階段詳細図ｂ 1/30

白線ライン引きW=100

白線駐車禁止文字

車止めブロック

白線ライン引きW＝100
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D10@200タテ・ヨコ
床：C(D)

▽GL

冷蔵庫
室外機

亜鉛・アルミメッキ鋼板「ガルタイト」
ポリエステル系樹脂焼付塗装（ステンカラー）

主要部材

１　支柱（前）

２　支柱（後）

仕様（材質・塗装）

アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜

　屋根材

　パンチング板

アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜

アルミ樹脂複合板

　差込錠

ステンレス（ＳＵＳ３０４）
ヘアライン

　組立金具類 冷間圧延鋼板

　錠受板

　ボルト・ナット類 ステンレス（ＳＵＳ）

枠－冷間圧延鋼板　ジンクロメート　　　戸車 車－６ナイロン、ステンレスリング巻き

ＺＤＣ（亜鉛ダイキャスト）
クロームメッキ

３　正面水切り アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜

４　桁　Ａ アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜

５　桁　Ｂ アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜

６　桁　Ｃ アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜

７　胴　縁 アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜

８　屋根受け　 アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜

９　パネルＡ アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜

　　パネルＢ アルミ押出形材　
陽極酸化・塗装複合皮膜１０

再生クラッシャラン

アンカーボルトφ16 先付け

歩道

▽
道

路
境

界
線

1.5％

歩車道境界ブロック

基礎コンクリート
再生クラッシャラン

再生クラッシャラン

再生クラッシャラン

再生クラッシャラン

敷きモルタル

側溝

コンクリート縁石

コンクリート舗装 刷毛引き

（溶接金網6φ100×100）

液面指示計

給 油 口

▽GL

床：C(D)

地盤改良土80kg/ｍ3 H=1000

D10@200タテ・ヨコ

再生クラッシャラン

給油口ボックス(電気設備工事)

7

廊下(2)

I

断面図　

平面図　

I

▽設計GL

▽1FL

D13

再生クラッシャラン

捨コンクリート

D10@200ﾀﾃﾖｺ共 ﾀﾞﾌﾞﾙ
段鼻：ノンスリップタイル

段鼻：ノンスリップタイル

C(D)の上 刷毛引き

●工事名

徳島県県土整備部営繕課 株式会社 あい設計 四国支社 一級建築士事務所

一級建築士　大臣登録　第218291号　津田　孝二

一級建築士事務所 愛媛県知事登録　第3099号
●図面名

●図面番号

●縮尺

Ｒ６営繕　国府支援学校　徳・国府　外構他工事
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A-229

施工機械本体は、改良厚さに見合った掘削、混合能力を有すること。

推定配合

固化材

工程表

施工方法（仕様固化材、配合量等）

施工管理方法

施工機械

改良厚さ、土量、位置および固化材の配合等は、土質や地盤状況により変更することがある。

改良体を造成する工法である。

  本工法は現地盤土とセメント系固化材とをバックホウで混合し、所要の強度を有する

表層改良工法特記仕様書

3　特記事項

(4)

(5)

(3)

(2)

2　一般事項

1　工法概要

(1)

5　施工機械

(2)

(1)

4　固化材配合量

本工事に先立ち、施工計画書を提出し監督員の承認を得るものとする。施工計画書には次の事項

を明記する。

工事内容（改良厚さ、土量、位置、設計基準強度等）(1)

品質管理方法(6)

安全管理方法(7)

請負業者の本工事責任者名(8)

本工事施工業者名および施工責任者名(9)

必ず事前に配合試験を行い配合量の妥当性を確認する。

改良厚さ、位置等は設計図による。

(3)

(1)

(2)

材料散布

混合攪拌

敷き均し

転　圧

養　生

施工

6　施工
(1)

改良対象地盤にマーキングしできあがった升目に改良材を散布する。

混合した改良土は、状況を見てできるだけ早期に転圧を行う。

改良土は、転圧完了後所定の強度を得るまで養生する。

施工に対して疑義が生じた場合は、直ちに監督員と協議し、その指示を受ける。

施工精度を満足しない場合は、監督員と協議しその指示を受け適切な処置をする。

7　施工管理
施工過程における管理方法は次の通りとする。

固化材散布量(1)

マーキングに基づき1tフレコンを所定面積内に均一に散布する。

改良厚さ(2)

混合中に機械を止めて、改良厚さをスタッフ等により測定する。

混合程度(3)

固化材と改良対象土の色むらがなくなるまで混合する。

8　報告
工事完了後、次の事項について報告書をまとめて　部を監督員に提出する。

固化材散布量、改良厚さの状況写真

(1) 施工日報（改良厚さ、位置、土量、配合量、固化材使用量等）

(2)

管理試験結果(3)

9　管理試験
一軸圧縮試験(1)

1)現場採取供試体

2)材令28日で各箇所の圧縮強度の平均値が設計基準強度を上回ること。

　（上記配合は推定値であり、実施工における配合は、室内配合試験により決定する。）

区割り固化材配置 固化材散布 混合攪拌 バケット押さえ転圧

改良厚さは、1層当り1.00m以下とする。

  500m3につき1ヶ所改良土を採取し、寸法φ5cm×10cmの供試体を 3個/箇所

作成し、一軸圧縮試験を行う。

特殊土用セメント系固化材

改良体の設計基準強度：Fc=150.0kN/m 
2

1)　固化材量：80kg/m　
3

本工事は、本特記仕様書によるほか、「2018年版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理

指針　平成30年11月」（（財）日本建築センター）による。

※掘削床とする
　▽

　本仕様書における施工要領は参考であり、採用する地盤改良材製造者の標準的な施工要領により施工すること。

【注記】

最終ローラー転圧

JV25CW

六価クロム溶出試験(2)

事前配合試験段階 1検体

国土交通省　国官技第16号、国営建第1号（平成13年4月20日）　「セメント

及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領（案）」に

よる六価クロム溶出試験を実施し試験結果を提出するものとする。

●工事名

徳島県県土整備部営繕課 株式会社 あい設計 四国支社 一級建築士事務所

一級建築士　大臣登録　第218291号　津田　孝二

一級建築士事務所 愛媛県知事登録　第3099号
●図面名

●図面番号

●縮尺

Ｒ６営繕　国府支援学校　徳・国府　外構他工事

表層地盤改良仕様書


